
− 1 −

208

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
』
第
六
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
発
行
）
所
載
の
、

飯
島
満
・
永
井
美
和
子
両
氏
に
よ
る
論
文
「『
特
殊
再
生
装
置
を
要
す
る
音
盤
』
パ
テ
ー

縦
振
動
レ
コ
ー
ド
」（
以
下
、〔
飯
島
・
永
井
論
考
〕
と
す
る
）
に
関
連
す
る
報
告
で
あ
る
。

　

〔
飯
島
・
永
井
論
考
〕
で
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
が
所
蔵
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
パ
テ

社
か
ら
発
売
さ
れ
た
SP
レ
コ
ー
ド
（
以
下
、
パ
テ
ー
盤
と
す
る
）
四
十
枚
（
重
複
分
一

枚
を
除
く
と
三
十
九
種
類
）
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。
所
蔵
す
る
パ
テ
ー
盤
は
、
義
太

夫
節
、
小
唄
、
清
元
節
、
筑
前
琵
琶
、
長
唄
、
尺
八
、
新
内
節
、
邦
楽
曲
の
洋
楽
器
に

よ
る
合
奏
な
ど
、
そ
の
音
楽
種
目
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
一
般
の
SP
レ
コ
ー
ド
は

横
振
動
で
あ
る
の
に
対
し
、
パ
テ
ー
盤
は
縦
振
動
で
、
再
生
に
は
特
殊
な
装
置
を
必
要

と
し
た
こ
と
、
ま
た
、
制
作
さ
れ
た
時
期
は
、
推
測
の
域
を
出
な
い
な
が
ら
も
、
録
音

に
か
か
わ
っ
た
演
奏
家
の
動
向
な
ど
か
ら
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
十
月
頃
と
し

た
こ
と
な
ど
、
製
品
の
特
殊
性
や
、
録
音
時
期
の
特
定
に
有
効
な
事
例
が
詳
述
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、そ
の
う
ち
の
長
唄
『
吉
原
雀
』（
製
品
番
号
：
三
四
六
四
〇
～
三
四
六
四
五
、

研
究
所
整
理
番
号
：
十
七
─
二
二
六
Ａ
～
十
七
─
二
二
九
Ｂ
）
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

こ
の
録
音
は
、当
時
円
熟
期
を
迎
え
て
い
た
十
三
世
杵
屋
六
左
衛
門
、五
世
杵
屋
勘
五
郎
、

そ
し
て
、
六
世
岡
安
南な

ん

甫ぽ

ら
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
岡
安
南
甫
は
、
録
音
の
ま

だ
少
な
か
っ
た
時
代
に
加
え
、
早
世
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
演
奏
が
残
っ
て
い

る
の
は
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
と
言
え
る
。
岡
安
南
甫
の
パ
テ
ー
盤
の
録
音
に
は
、『
吉

原
雀
』
の
ほ
か
に
『
越
後
獅
子
』、『
松
の
み
ど
り
』
が
残
っ
て
い
る
が
、
筆
者
が
確
認

し
た
中
で
は
、岡
安
南
甫
の
録
音
は
、現
在
の
と
こ
ろ
、こ
れ
ら
の
み
で
あ
る
。
今
回
『
吉

原
雀
』を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
の
は
、岡
安
南
甫
の
演
奏
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

現
行
の
演
奏
で
は
ま
ず
聴
く
こ
と
の
な
い
「
上
調
子
」
の
入
っ
た
演
奏
で
あ
っ
た
こ
と

に
格
段
に
興
味
が
わ
い
た
か
ら
で
あ
る
。本
稿
で
は
、パ
テ
ー
盤
の
演
奏
者
た
ち
の
動
向
、

当
時
の
時
代
背
景
に
触
れ
な
が
ら
、
現
行
の
演
奏
と
は
趣
の
異
な
る
一
〇
〇
年
以
上
前

の
『
吉
原
雀
』
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い
。
な
お
、
引
用
文
・
書
名
以
外
の
、
文
中

の
旧
漢
字
お
よ
び
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
通
行
の
表
記
に
あ
ら
た
め
、
人
名
の
敬
称
は
略

し
た
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

一　

東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
パ
テ
ー
盤
の
長
唄
録
音

（
一
）
岡
安
南
甫
と
パ
テ
ー
盤
長
唄
録
音
の
共
演
者

　

ま
ず
、
パ
テ
ー
盤
の
演
奏
者
の
相
関
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
す
で
に
〔
飯
島
・
永

井
論
考
〕
で
一
覧
に
さ
れ
て
い
る
の
で
重
な
る
事
項
で
は
あ
る
が
、
盤
面
に
記
載
さ
れ

〔
資
料
紹
介
〕

東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵　
フ
ラ
ン
ス
・
パ
テ
社
製
SP
レ
コ
ー
ド　
長
唄
『
吉
原
雀
』
を
中
心
に

星　
　

野　
　

厚　
　

子
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た
情
報
を
【
表
一
】
に
ま
と
め
て
み
る
。
な
お
、
列
挙
の
順
番
は
、
製
品
番
号
の
若
い

順
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
長
唄
の
録
音
は
、
全
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し
て
お
り
、
試
聴

も
可
能
で
あ
る
。

　

長
唄
を
知
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
こ
の
演
奏
者
名
の
多
く
が
、
代
々
続
く
家
元
格

の
名
跡
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
岡
安
南
甫
と
パ
テ
ー
盤
の
演
奏
者

を
紹
介
す
る
。

　

岡
安
南
甫
（
一
八
七
四
～
一
九
一
五
）
は
、
長
唄
唄
方
で
あ
る
。
祖
父
は
「
天
保
の

三
名
人

（
一
）」

の
ひ
と
り
と
さ
れ
て
い
る
初
世
岡
安
喜
代
八
（
一
七
九
二
～
一
八
七
〇
）、

父
は
四
世
岡
安
喜
三
郎
（
一
八
四
九
～
一
九
〇
六
）、
弟
は
五
世
岡
安
喜
三
郎
（
一
八
七

六
～
一
九
一
四
）
で
あ
る
。
南
甫
は
、
義
伯
父
で
杵
屋
六
左
衛
門
家
の
家
元
で
あ
っ
た

十
二
世
杵
屋
六
左
衛
門
（
一
八
三
九
～
一
九
一
二
）
と
、
父
の
四
世
喜
三
郎
に
師
事
し
、

明
治
二
十
三
年
三
月
の
歌
舞
伎
座
の
興
行
に
岡
安
喜
三
太
郎
の
名
で
出
演
、
明
治
二
十

六
年
五
月
の
歌
舞
伎
座
『
勧
進
帳
』
で
タ
テ
唄
に
昇
進
す
る
と
と
も
に
、
三
世
喜
代
八

を
襲
名
、明
治
四
十
三
年
四
月
の
歌
舞
伎
座
で『
鞍
馬
山
』の
大
薩
摩（

二
）

を
つ
と
め
た
際
、

六
世
南
甫
を
襲
名
し
た
。
ま
た
、
明
治
四
十
五
年
六
月
に
は
、
岡
村
喜
一
郎
編
『
校
訂

長
唄
集
』
の
校
訂
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詞
章
集
は
、
長
唄
作
品
六
十
六
曲
の
詞
章

を
集
め
た
も
の
で
、
大
正
二
年
、
大
正
八
年
に
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

杵
屋
六
左
衛
門（
十
三
世
。
の
ち
の
寒
玉
。
一
八
七
〇
～
一
九
四
〇
）、杵
屋
勘
五
郎（
五

世
。
一
八
七
五
～
一
九
一
七
）
は
兄
弟
で
、
十
二
世
杵
屋
六
左
衛
門
の
子
で
あ
る
。
と

も
に
長
唄
三
味
線
方
で
、
歌
舞
伎
座
へ
の
出
勤
、
東
京
音
楽
学
校
邦
楽
調
査
掛

（
三
）

の

嘱
託
と
し
て
勤
務
し
た
経
歴
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
曲
を
多
く
手
掛
け
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。南
甫
と
の
関
係
は
、十
二
世
六
左
衛
門
が
南
甫
の
伯
父
な
の
で
、

十
三
世
六
左
衛
門
と
五
世
勘
五
郎
と
は
、
い
と
こ
同
士
に
な
る
。
十
三
世
六
左
衛
門
は
、

明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
父
か
ら
名
を
継
承
し
、
家
元
と
な
っ
た
。

　

芳
村
伊
十
郎
（
六
世
。
一
八
五
八
～
一
九
三
五
）
は
長
唄
唄
方
で
、
芳
村
流
の
家
元

で
あ
る
。歌
舞
伎
座
へ
の
出
勤
の
ほ
か
、明
治
三
十
六
年
に
十
三
世
六
左
衛
門
と
と
も
に
、

曲
名
（
本
名
題
等
）
作
曲
者

演
奏
者
名

新
浦
島
（
新
曲
浦
島
）

　
　
十
三
世
杵
屋
六
左
衛
門
・
五
世

　
　
杵
屋
勘
五
郎
作
曲

杵
屋
千
代
　
杵
屋
栄
子

寒
行
雪
ノ
姿
見
（
ま
か
し
ょ
）

　
　
二
世
杵
屋
佐
吉
作
曲

杵
屋
喜
三
郎
　
杵
屋
六
左
衛
門

筑
摩
川

　
　
三
世
杵
屋
正
治
郎
作
曲
（
六
世

　
　
杵
屋
弥
十
郎
説
も
あ
り
）

杵
屋
喜
三
郎
　
杵
屋
六
左
衛
門

越
後
獅
子

　
　
九
世
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

（
長
唄
）
岡
安
南
甫

（
三
絃
）
杵
屋
六
左
衛
門
（
上
調
子
）
杵
屋
勘
五
郎

（ 

笛 

）
望
月
太
喜
蔵
（
小
鼓
）
望
月
太
左
衛
門

（
大
鼓
）
望
月
長
左
久
（
太
鼓
）
田
中
伝
左
衛
門

吉
原
雀
（
教
草
吉
原
雀
）

　
　
初
世
富
士
田
吉
治
・
初
世
杵
屋

　
　
作
十
郎
作
曲

（
長
唄
）
岡
安
南
甫

（
三
絃
）
杵
屋
六
左
衛
門
（
上
調
子
）
杵
屋
勘
五
郎

（ 

笛 

）
望
月
太
喜
蔵
（
小
鼓
）
望
月
太
左
衛
門

（
大
鼓
）
望
月
長
左
久
（
太
鼓
）
田
中
伝
左
衛
門

松
の
み
ど
り
（
松
の
緑
）

　
　
初
世
杵
屋
六
翁
作
曲

（
長
唄
）
岡
安
南
甫

（
三
絃
）
杵
屋
六
左
衛
門

綱
館
（
綱
館
の
段
）

　
　
三
世
杵
屋
勘
五
郎
（
十
一
世
杵

　
　
屋
六
左
衛
門
）
作
曲

（
長
唄
）
芳
村
伊
十
郎

（
三
絃
）
杵
屋
六
左
衛
門
（
上
調
子
）
杵
屋
勘
五
郎

（ 

笛 

）
望
月
太
喜
蔵
（
小
鼓
）
望
月
太
左
衛
門

（
大
鼓
）
望
月
長
左
久
（
太
鼓
）
田
中
伝
左
衛
門

【
表
一
】
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
パ
テ
ー
盤
　
長
唄
録
音
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イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
社
の
録
音
を
行
っ
て
い
る

（
四
）。

明
治
・
大
正
期
の
長
唄
の

第
一
人
者
で
あ
る
。

　

杵
屋
千
代
は
長
唄
唄
方
で
十
三
世
六
左
衛
門
の
妻
、
杵
屋
栄
子
（
ゑ
い
）
は
長
唄
三

味
線
方
で
五
世
勘
五
郎
の
妻
で
あ
る
。

　

杵
屋
喜
三
郎
（
十

三
世
。
の
ち
の
十
四

世
杵
屋
六
左
衛
門
。

一
九
〇
〇
～
一
九
八

一
）
は
長
唄
唄
方
で
、

十
三
世
六
左
衛
門
の

子
で
あ
る
。
千
代
、

栄
子
、
喜
三
郎
に
つ

い
て
は
、『
大
阪
朝

日
新
聞
』
の
杵
屋
六

左
衛
門
の
記
事
（
明

治
四
十
四
年
十
月
十

七
日
・
朝
刊
）
と
、『
帝

國
新
聞
』
の
芳
村
伊

十
郎
の
記
事
（
明
治

四
十
四
年
十
月
十
七

日
・
夕
刊
）
に
詳
し

い
。

　

小
鼓
の
望
月
太
左

衛
門
（
七
世
。
の
ち

の
朴
清
。
一
八
六
二

～
一
九
三
八
）
は
、

望
月
流
の
家
元
で
、
歌
舞
伎
出
演
の
ほ
か
、
生
涯
に
多
く
の
作
調
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
大
鼓
の
望
月
長
左
久
（
二
世
。
の
ち
の
八
世
太
左
衛
門
。
一
八

九
一
～
一
九
二
六
）
は
七
世
太
左
衛
門
の
子
、
太
鼓
の
田
中
伝
左
衛
門
（
十
世
。
の
ち

の
凉
月
。
一
八
八
〇
～
一
九
五
五
）
は
、
田
中
流
の
家
元
で
、
大
正
か
ら
昭
和
期
の
歌

舞
伎
陰
囃
子
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
望
月
太
喜
蔵
は
初
世
か
二
世
と
思
わ
れ
る
が

（
五
）、

現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
パ
テ
ー
盤
の
長
唄
録
音
は
、
当
時
を
代
表
す
る
演
奏
家
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
歌
舞
伎
以
外
で
の
共
演
は
、
明
治
三
十
六
年
四
月
に

大
阪
の
浪
花
座
で
行
わ
れ
た
「
東
京
歌
舞
名
人
会
」、
明
治
四
十
年
十
二
月
に
東
京
音
楽

学
校
で
行
わ
れ
た
「
邦
楽
演
奏
会
」
な
ど
が
あ
る
が
、東
京
音
楽
学
校
の
「
邦
楽
演
奏
会
」

に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

　

当
時
、
杵
屋
勘
五
郎
は
東
京
音
楽
学
校
内
に
設
置
さ
れ
た
邦
楽
調
査
掛
の
嘱
託
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
が
、邦
楽
調
査
掛
に
よ
る
「
邦
楽
演
奏
会
」
に
、伊
十
郎
、六
左
衛
門
、

南
甫
（
喜
代
八
名
義
）、
太
喜
蔵
、
太
左
衛
門
ら
が
出
演
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
共
演

者
は
勘
五
郎
が
決
め
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
演
奏
会
は
明
治
四
十
年
十
二
月
の
第
一
回
か

ら
、
大
正
二
年
十
二
月
の
第
七
回
ま
で
の
記
録
が
あ
り
、
演
目
は
長
唄
だ
け
で
は
な
く
、

平
曲
、一
中
節
、河
東
節
、富
本
節
、清
元
節
、常
磐
津
節
、箏
曲
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
。

南
甫
は
、
前
名
の
喜
代
八
名
義
で
、
明
治
四
十
二
年
十
二
月
の
第
三
回
ま
で
出
演
し
て

い
る
。
長
唄
の
曲
目
は
、第
一
回
は
、め
り
や
す
四
曲
（『
寿
』、『
猫
の
妻
』、『
び
ん
づ
る
』、

『
四
ッ
の
袖
』）、
二
世
杵
屋
勝
三
郎
作
曲
の
舞
踊
『
連
獅
子
』、
第
二
回
は
、『
京
鹿
子
娘

道
成
寺
』、『
猿
若
狂
言
』、
第
三
回
は
、
清
元
節
・
長
唄
掛
合
『
喜
撰
』
で
あ
っ
た

（
六
）。

　

六
左
衛
門
と
勘
五
郎
は
作
曲
も
多
く
手
掛
け
た
と
前
述
し
た
が
、
六
左
衛
門
の
代
表

作
に
は
、
明
治
三
十
五
年
三
月
初
演
の
『
楠
公
』、
明
治
三
十
六
年
三
月
の
『
五
条
橋
』、

勘
五
郎
の
代
表
作
に
は
、
明
治
三
十
七
年
四
月
の
『
島
の
千
歳
』、
明
治
四
十
一
年
九
月

の
『
多
摩
川
』、
兄
弟
合
作
は
、
明
治
三
十
九
年
二
月
の
『
新
曲
浦
島
』
な
ど
が
あ
る
。

［写真１：前列左より望月太左衛門、岡安喜代八（南甫）、芳村伊十郎、杵屋六左衛門、杵屋
勘五郎、杵屋栄蔵、後列左より望月太喜蔵、柏扇吉、六合新三郎。明治42年撮影。『芳村家之
代々』より転載］
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こ
れ
ら
の
初
演
に
は
、
伊
十
郎
、
南
甫
、
太
左
衛
門
ら
が
か
か
わ
っ
て
お
り
、
と
く
に

『
島
の
千
歳
』
は
、
太
左
衛
門
が
七
世
襲
名
の
折
の
記
念
の
曲
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏
は
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
、
そ
の
間
に
人
数
の
増
減
は
あ
っ

た
に
せ
よ
、
十
年
以
上
の
共
演
歴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
パ
テ
ー
盤
の
録
音
年
代

　

〔
飯
島
・
永
井
論
考
〕
で
言
及
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
パ
テ
ー
盤
の
録
音
年
代
に
関

す
る
明
確
な
記
録
は
乏
し
く
、
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
四
年
と
さ
れ
て
い
る

（
七
）。〔

飯
島
・
永
井
論
考
〕
で
は
、
杵
屋
喜
三
郎
の
襲
名
時
期
か
ら
同
年
四
月
以
降
と

推
定
し
、
さ
ら
に
、
パ
テ
ー
盤
の
演
奏
者
の
多
く
が
大
阪
で
演
奏
し
て
い
た
記
録
の
あ

る
同
年
十
月
と
絞
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
生
年
が
わ
か
っ
て
い
る

演
奏
者
の
年
齢
を
算
出
す
る
と
、
伊
十
郎
は
五
十
三
歳
、
六
左
衛
門
は
四
十
一
歳
、
南

甫
は
三
十
七
歳
、
勘
五
郎
は
三
十
六
歳
、
喜
三
郎
は
十
一
歳
、
望
月
太
左
衛
門
は
四
十

九
歳
、
田
中
伝
左
衛
門
は
三
十
一
歳
、
望
月
長
左
久
は
二
十
歳
と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
明
治
四
十
四
年
十
月
の
大
阪
で
の
演
奏
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。〔
飯
島
・
永
井
論
考
〕
で
、
パ
テ
ー
盤
の
録
音
年
代
を
絞
り
込
む
際
の
手

が
か
り
と
し
た
、
明
治
四
十
四
年
十
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
大
阪
浪
花

座
で
の
「
東
京
長
唄
演
芸
会
」
の
演
目
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
当
日
の
演
目
は
、『
大

阪
朝
日
新
聞
』
と
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
を
も
と
に
し
た
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
大
阪
篇

第
五
巻
に
、「
長
唄
大
会 

杵
屋
喜
三
郎
襲
名
披
露
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
今

回
あ
ら
た
に
閲
覧
し
た
『
帝
國
新
聞
』（
大
阪
）
の
記
事
か
ら
、
こ
の
演
奏
会
は
喜
三
郎

の
襲
名
披
露
と
同
時
に
、
伊
十
郎
の
養
子
で
勘
五
郎
の
門
弟
で
あ
っ
た
三
世
杵
屋
栄
蔵

（
一
八
九
〇
～
一
九
六
七
）
の
、
歌
舞
伎
座
タ
テ
三
味
線
昇
進
後
の
大
阪
初
お
目
見
得
で

も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
補
完
で
き
た
情
報
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
統
合
し
、
各
日

の
演
目
と
演
奏
者
を
次
に
列
挙
し
た
。

　

な
お
、「
杵
屋
」
な
ど
の
芸
姓
は
基
本
的
に
省
い
た
が
、
パ
テ
ー
盤
に
か
か
わ
っ
て
い

な
い
演
奏
者
で
、
芸
姓
の
記
載
が
あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
パ
テ
ー
盤
に
か
か

わ
っ
た
演
奏
者
は
字
体
を
変
え
、
パ
テ
ー
盤
に
収
録
さ
れ
て
い
る
曲
目
と
同
一
の
曲
目

に
傍
線
を
付
し
た
。

　

第
一
日
目
（
十
月
十
七
日
）

『
雛
鶴
三
番
叟
』
松
島
庄
十
郎
、芳
村
伊
四
郎
、（
三
味
線
）
六
左
衛
門
、栄
蔵
、勝
蔵
、

（
笛
太
鼓
）
望
月
六
郷
連　
『
吾
妻
八
景
』
南
甫
、
円
五
郎
、
杵
屋
栄
蔵
、
上
調
子

勘
五
郎　
『
外
記
節
石
橋
』伊
十
郎
、六
左
衛
門　
『
瓢
箪
鯰
』喜
三
郎
、勘
五
郎　
『
二

人
椀
久
』
南
甫
、
勘
五
郎　
『
新
曲
浦
島

＊
』
千
代
、
ゑ
い　
『
勧
進
帳
』
総
出

　
　
　
　

＊
『
帝
國
新
聞
』
に
の
み
記
載
。

　

第
二
日
目
（
十
月
十
八
日
）

『
外
記
猿
』
庄
十
郎
、
勘
五
郎　
『
鞍
馬
山
』
南
甫
、
栄
蔵　
『
蜘
蛛
拍
子
舞
』
伊

十
郎
、六
左
衛
門　
『
寒
行
雪
姿
見
』
喜
三
郎
、六
左
衛
門　
『
英
執
着
獅
子
』
南
甫
、

勘
五
郎　
『
四
季
の
詠
』
千
代
、
ゑ
い　
『
勧
進
帳
』
惣
連
中

　

第
三
日
目
（
十
月
十
九
日
）

『
老
松
』松
島
庄
十
郎　
『
四
季
の
山
姥
』南
甫　
『
楠
公
』伊
十
郎　
『
新
曲
都
の
錦
』

喜
三
郎　
『
吉
原
雀
』
南
甫　
『
五
条
橋
』
千
代
、
ゑ
い
、
六
葉
奈
、
六
多
計　
『
勧

進
帳
』
惣
連
中

　

第
四
日
目
（
十
月
二
十
日
）

『
浅
妻
船
』
松
島
庄
十
郎　
『
越
後
獅
子
』
南
甫　
『
筑
摩
川
』
喜
三
郎
、
六
左
衛

門　
『
犬
神
』
伊
十
郎　
『
賤
機
帯
』
千
代
、ゑ
い　
『
綱
館
の
段
』
南
甫　
『
勧
進
帳
』

惣
連
中
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第
五
日
目
（
十
月
二
十
一
日
）

『
鶴
亀
』
松
島
庄
十
郎　
『
鞍
馬
山
』
南
甫　
『
外
記
節
石
橋
』
伊
十
郎　
『
瓢
箪
鯰
』

喜
三
郎

＊
、
六
左
衛
門
、
勘
五
郎　
『
吾
妻
八
景

＊
＊

』
千
代
、
ゑ
い　
『
娘
道
成
寺
』

南
甫　
『
勧
進
帳
』
惣
連
中

　
　
　

　

＊
『
帝
國
新
聞
』
で
は
「
喜
十
郎
」
と
あ
る
が
、
誤
植
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

＊
＊

『
帝
國
新
聞
』
で
は
「
我
妻
八
景
」
と
記
載
。

　

第
六
日
目
（
十
月
二
十
二
日
）

『
高
砂
丹
前
』
松
島
庄
十
郎　
『
時
雨
西
行
』
南
甫　
『
連
獅
子
』
伊
十
郎　
『
二
人

椀
久

＊
』
喜
三
郎
、
六
左
衛
門
、
勘
五
郎　
『
助
六
』
千
代
、
ゑ
い　
『
漁
樵
問
答

＊
＊

』

南
甫　
『
勧
進
帳
』
惣
連
中　

　
　
　

　

＊
『
帝
國
新
聞
』
で
は
『
ひ
と
り
椀
久
』
と
記
載
。

　
　
　

＊
＊

『
帝
國
新
聞
』
に
の
み
記
載
。

　

第
七
日
目
（
十
月
二
十
三
日
）

『
志
賀
山
三
番
叟
』
松
島
庄
十
郎　
『
浦
島
舞
曲

＊
』
千
代
、
ゑ
い　
『
都
錦
』
喜
三

郎
、
六
左
衛
門
、
勘
五
郎　
『
望
月
』
南
甫　
『
秋
の
色
種
』
伊
十
郎　
『
二
人
椀
久
』

南
甫　
『
七
福
神
』
惣
連
中

　
　
　

　

＊
『
帝
國
新
聞
』
で
は
『
浦
島
前
曲
』
と
記
載
。

　　

演
目
の
『
浦
島
舞
曲
』、『
浦
島
前
曲
』
は
、
と
も
に
『
新
浦
島
』
の
こ
と
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
（
現
在
の
一
般
的
な
呼
称
は
『
新
曲
浦
島
』）。
パ
テ
ー
盤
に
録
音
さ
れ
た

曲
目
と
共
通
し
て
い
る
の
は
、『
新
浦
島
』、『
寒
行
雪
姿
見
』、『
筑
摩
川
』、『
越
後
獅
子
』、

『
吉
原
雀
』、『
綱
館
の
段
』
の
六
曲
、
す
な
わ
ち
、『
松
の
み
ど
り
』
以
外
全
て
が
共
通

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
演
奏
者
も
一
致
し
て
い
る
の
は
、
十
月
十
七
日
、
二
十
三
日
の

千
代
・
栄
子
に
よ
る
『
新
浦
島
』、
十
月
十
八
日
の
喜
三
郎
・
六
左
衛
門
に
よ
る
『
寒
行

雪
姿
見
』、
十
月
十
九
日
の
南
甫
に
よ
る
『
吉
原
雀
』、
十
月
二
十
日
の
南
甫
に
よ
る
『
越

後
獅
子
』、
同
日
の
喜
三
郎
・
六
左
衛
門
に
よ
る
『
筑
摩
川
』
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら

は
、
パ
テ
ー
の
出
張
録
音
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
決
定
的
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
パ
テ
ー
盤
の
演
奏
者
、
演
目
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

ま
た
、
明
治
四
十
四
年
は
、
パ
テ
ー
盤
の
演
奏
者
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な
動
き
が

あ
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
三
月
一
日
の
帝
国
劇
場
の
開
場
で
あ
る
。
帝
国
劇
場
は
、
皇
居

前
と
い
う
東
京
の
中
心
に
、
当
時
の
有
力
者
で
あ
っ
た
西
園
寺
公
望
や
大
倉
喜
八
郎
な

ど
の
後
ろ
盾
に
よ
り
、
建
物
、
接
客
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
西
洋
を
意
識
し
て
建
て
ら
れ
た

大
劇
場
で
あ
る
。
六
左
衛
門
、
勘
五
郎
、
伊
十
郎
、
南
甫
、
太
左
衛
門
、
伝
左
衛
門
は
、

そ
れ
ま
で
出
勤
し
て
い
た
歌
舞
伎
座
か
ら
帝
国
劇
場
へ
の
専
属
契
約
と
な
っ
た

（
八
）。

こ

の
こ
と
か
ら
も
、演
奏
仲
間
と
し
て
の
結
び
つ
き
は
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
三
）
パ
テ
ー
盤
の
収
録
曲
目

　

前
記
の
と
お
り
、
東
京
文
化
財
研
究
所
が
所
蔵
す
る
パ
テ
ー
盤
に
収
録
さ
れ
た
長
唄

は
、『
新
浦
島
』、『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』、『
筑
摩
川
』、『
越
後
獅
子
』、『
吉
原
雀
』、『
松
の

み
ど
り
』、『
綱
館
』
の
七
曲
で
あ
る
。
片
面
約
三
分
で
、
長
い
曲
は
数
枚
に
わ
た
り
、

全
曲
ま
た
は
部
分
的
に
抜
か
し
て
録
音
さ
れ
て
い
る
。

　

『
新
浦
島
』
は
前
述
の
と
お
り
、
十
三
世
六
左
衛
門
と
五
世
勘
五
郎
に
よ
る
作
曲
で
、

明
治
三
十
九
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
。
三
味
線
の
調
弦
が
工
夫
さ
れ
た
、
変
化
に
富
む

作
品
で
あ
る
。
現
在
も
演
奏
さ
れ
る
機
会
は
多
く
、
と
く
に
終
盤
の
「
舟
唄
」
は
、
演

奏
者
に
よ
っ
て
様
々
に
唄
わ
れ
、
本
来
の
伝
承
が
わ
か
ら
な
い
。
パ
テ
ー
盤
の
演
奏
者

の
杵
屋
千
代
と
杵
屋
栄
子
は
作
曲
者
の
妻
た
ち
で
あ
り
、
作
曲
者
に
大
変
近
い
人
物
に

よ
る
演
奏
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
た
め
、
こ
の
作
品
の
原
点
を
探
る
重
要
な
録
音

と
い
え
る
。

　

『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』（
現
在
の
一
般
的
な
呼
称
は
『
ま
か
し
ょ
』）、『
筑
摩
川
』
は
、
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試
聴
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
子
供
の
声
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
十
一
歳
の
喜
三
郎
が
、
父
・

六
左
衛
門
の
三
味
線
で
、『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』
の
一
部
と
、『
筑
摩
川
』
の
大
薩
摩
の
部

分
を
堂
々
と
唄
っ
て
い
る
。
子
供
が
、
願
人
坊
主
を
描
い
た
『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』
を
唄

う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
喜
三
郎
は
、前
掲
の
「
東
京
長
唄
演
芸
会
」
の
演
目
で
も
、『
瓢

箪
鯰
』
な
ど
、
一
般
に
子
供
で
は
唄
わ
な
い
よ
う
な
曲
を
唄
っ
て
い
る
。
こ
の
録
音
は
、

昭
和
四
十
九
年
に
重
要
無
形
文
化
財
各
個
認
定
（
人
間
国
宝
）
と
な
る
十
四
世
杵
屋
六

左
衛
門
の
幼
少
期
を
記
録
し
た
、
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

『
越
後
獅
子
』
は
、

レ
ー
ベ
ル
に
よ
る

と
、
南
甫
の
独
吟
、

そ
し
て
上
調
子
の
記

載
が
あ
っ
た
が
、
試

聴
の
結
果
、
上
調
子

は
入
っ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
っ
た
。
角
兵

衛
獅
子
の
軽
快
な
様

子
を
、
現
行
の
演
奏

の
よ
う
な
細
か
い
節

回
し
に
せ
ず
、
大
ら

か
に
演
じ
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
、
聴
い
て

い
て
心
地
よ
い
。
ま

た
、
三
味
線
の
替
手

の
旋
律
が
、
現
在
よ

く
弾
か
れ
て
い
る
旋

律
よ
り
も
簡
素
で
、

先
行
曲
に
あ
た
る
地
歌
『
越
後
獅
子
』
の
趣
を
感
じ
る
演
奏
に
好
感
が
持
て
る
。

　
『
綱
館
』
は
、
レ
ー
ベ
ル
に
よ
る
と
、『
越
後
獅
子
』
と
同
じ
く
上
調
子
の
記
載
が
あ

る
が
、試
聴
の
結
果
、上
調
子
は
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
何
ら
か
の
事
情
で『
吉

原
雀
』
の
レ
コ
ー
ド
の
う
ち
、
一
枚
目
の
第
二
面
に
『
綱
館
』
が
録
音
さ
れ
て
い
る
が
、

〔
飯
島
・
永
井
論
考
〕
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、そ
の
『
吉
原
雀
』
の
一
部
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
『
綱
館
』
と
、
こ
の
録
音
は
別
テ
イ
ク
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
渡
辺
綱
を

訪
ね
て
き
た
伯
母
が
鬼
神
の
本
性
を
あ
ら
わ
す
緊
迫
し
た
場
面
に
、
伊
十
郎
持
ち
前
の

凄
み
の
あ
る
声
が
存
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
『
松
の
み
ど
り
』
は
、
レ
ー
ベ
ル
で
は
、
三
味
線
に
杵
屋
六
左
衛
門
と
の
み
書
か
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
『
松
の
み
ど
り
』
の
通
常
の
演
奏
形
態
で
あ
る
、
上
調
子
入
り

の
演
奏
で
あ
っ
た
。
上
調
子
を
つ
と
め
た
の
は
勘
五
郎
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
唄
は
、

言
葉
が
は
っ
き
り
聴
き
取
れ
、
祝
儀
曲
と
し
て
の
位
取
り
が
感
じ
ら
れ
る
録
音
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
次
節
で
『
吉
原
雀
』
の
録
音
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
二　

パ
テ
ー
盤
長
唄
『
吉
原
雀
』

（
一
）
録
音
の
概
要

　

〔
飯
島
・
永
井
論
考
〕
で
報
告
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、『
吉
原
雀
』
と
記
さ
れ
た
盤
は

計
四
枚
あ
る
。
一
枚
目
は
同
盤
が
二
枚
あ
る
た
め
、種
類
と
し
て
は
三
つ
で
あ
る
。
レ
ー

ベ
ル
の
表
記
は
片
面
ず
つ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

一
枚
目
＝
「
吉
原
雀
（
其
壱
）」　
「
吉
原
雀
（
其
貮
）」

　
　

二
枚
目
＝
「
吉
原
雀
（
其
三
）」　
「
綱
館
（
其
壱
）」

　
　

三
枚
目
＝
「
吉
原
雀
（
其
五
）」　
「
吉
原
雀
（
其
六
）」

　

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、一
枚
目
の
「
吉
原
雀
（
其
貮
）」
に
は
、

［写真２：左より芳村伊十郎、杵屋六左衛門、岡安南甫、杵屋勘五郎、杵屋喜
三郎（明治座）。『芳村家之代々』より転載］
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別
曲
『
綱
館
』
の
一
部
が
録
音
さ
れ
て
い
る
こ
と
、二
枚
目
は
レ
ー
ベ
ル
に
は
「
綱
館
（
其

壱
）」
と
記
載
が
あ
る
が
、
実
際
の
録
音
は
『
吉
原
雀
』
の
当
該
部
分
で
あ
る
こ
と
、
の

二
点
で
あ
る
。

（
二
）『
吉
原
雀
』
の
演
奏
形
態
に
関
し
て　

　

ま
ず
演
奏
者
の
編
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。
レ
ー
ベ
ル
に
は
、
三
味
線
二
人
、
唄
一
人
、

笛
、
小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
気
に
な

る
点
が
あ
っ
た
。
こ
の
曲
に
は
通
常
、
太
鼓
は
入
ら
な
い
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
録

音
を
注
意
深
く
聴
い
た
が
、太
鼓
の
音
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。推
測
だ
が
、

他
の
パ
テ
ー
盤
に
録
音
さ
れ
た
『
越
後
獅
子
』
や
『
綱
館
』
の
囃
子
演
奏
者
と
同
一
の

情
報
を
、『
吉
原
雀
』
に
も
記
載
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
演
奏
は
、

三
味
線
二
人
、
唄
一
人
の
二
挺
一
枚
に
、
笛
、
小
鼓
、
大
鼓
の
編
成
で
あ
る
。
演
奏
会

で
こ
の
曲
を
出
曲
す
る
場
合
、
四
挺
四
枚
、
あ
る
い
は
五
挺
五
枚
な
ど
、
比
較
的
大
人

数
の
編
成
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
曲
の
雰
囲
気
か
ら
、
大
勢
で
に
ぎ
や
か
な
演
奏
が
好

ま
れ
る
。
二
挺
一
枚
の
編
成
は
録
音
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、『
吉
原
雀
』

と
い
う
曲
の
成
り
立
ち
の
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。長
唄
正
本
に
よ
る
と
、明
和
五（
一

七
六
八
）年
の『
吉
原
雀
』（
本
名
題『
教

お
し
え

草ぐ
さ

吉よ
し

原わ
ら

雀す
ず
め』）の

初
演
で
は
、富
士
田
吉
治
の
唄
、

杵
屋
作
十
郎
、
杵
屋
佐
次
郎
の
三
弦
、
堅
田
新
十
郎
の
小
鼓
、
田
中
伝
左
衛
門
の
大
鼓

で
演
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
初
演
の
演
奏
形
態
が
二
挺
一
枚
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
上
調
子
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
稿
で
、
こ
の
録
音
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

た
理
由
は
、
南
甫
の
唄
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
現
在
で
は
め
ず
ら
し
い
演
奏
形
態
の
、

上
調
子
入
り
の
『
吉
原
雀
』
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
実
際
に
録
音
を
聴
き
、

確
か
に
上
調
子
の
音
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
レ
ー
ベ
ル
の
情
報
か
ら
、
勘
五
郎

が
弾
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
行
の
『
吉
原
雀
』
で
は
、
通
常
、
替
手
を
入
れ
る
。

上
調
子
と
替
手
は
、
と
も
に
本
手
（
主
旋
律
）
に
対
し
て
副
旋
律
を
担
当
す
る
役
目
で
、

い
ず
れ
も
大
枠
は
あ
る
も
の
の
旋
律
は
演
奏
者
に
よ
っ
て
異
な
る
。
三
味
線
自
体
に
何

も
「
仕
掛
け
」
を
し
な
い
替
手
に
対
し
、
上
調
子
は
事
前
に
「
枷か

せ

」
と
い
う
器
具
を
棹

に
く
く
り
付
け
、
棹
の
上
部
三
分
の
一
は
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
高
音
を
専

門
と
す
る
仕
様
に
な
る
。
上
調
子
の
基
本
的
な
調
弦
法
は
、
本
手
の
三
味
線
の
二
の
糸

の
音
を
一
の
糸
の
音
に
取
り
、
そ
の
音
を
基
準
に
し
た
二
上
り
に
す
る
。
上
調
子
と
替

手
は
、
一
曲
の
演
奏
で
基
本
的
に
共
存
し
な
い
た
め
、
上
調
子
が
入
る
場
合
に
は
替
手

は
入
ら
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
録
音
で
は
、
現
行
の
演
奏
で
耳
慣
れ
て
い
る
替
手

の
旋
律
が
聞
こ
え
て
く
る
が
、
上
調
子
が
出
し
う
る
音
域
と
、
開
放
弦
の
音
色
と
を
注

意
深
く
聴
い
た
結
果
、
替
手
で
は
な
く
上
調
子
が
そ
の
旋
律
を
弾
い
て
い
る
と
判
断
し

た
。
現
在
は
『
吉
原
雀
』
に
は
替
手
が
主
流
だ
が
、そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

替
手
の
ほ
う
が
楽
器
に
制
約
が
な
い
分
だ
け
自
由
が
き
く
し
、
替
手
を
弾
く
三
味
線
奏

者
（
多
く
の
場
合
は
タ
テ
三
味
線
）
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
う
。

　

長
唄
『
吉
原
雀
』
の
上
調
子
は
、
現
在
の
演
奏
会
で
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
聴

く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、長
唄
総
合
研
究
会
に
よ
る
楽
曲
研
究
「
教
草
吉
原
雀
」（『
芸

能
』
一
九
六
七
年
九
月
号
所
載
）
で
は
、「
上
調
子
は
、
全
段
あ
る
も
『
さ
つ
さ
押
せ
押
せ
』

ま
で
に
す
る
事
多
し
」
と
、上
調
子
の
存
在
が
明
記
さ
れ
て
い
る
し
、四
世
杵
家
弥
七
（
一

八
九
〇
～
一
九
四
二
）
に
よ
る
譜
本
（
三
味
線
文
化
譜
）
で
刊
行
さ
れ
て
も
い
る

（
九
）。

　

演
奏
記
録
で
は
、
パ
テ
ー
盤
の
演
奏
者
の
六
左
衛
門
・
勘
五
郎
の
義
祖
父
に
あ
た
る

十
一
世
杵
屋
六
左
衛
門
（
三
世
杵
屋
勘
五
郎
）
が
筆
録
し
た
『
御お

屋や

舗し
き

番ば
ん

組ぐ
み

控ひ
か
え

（
十
）』

に
見
ら
れ
る
『
吉
原
雀
』
の
全
二
七
二
回
の
う
ち
、
八
回
に
上
調
子
入
り
で
あ
る
こ
と

を
示
す
記
載
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
三
十
五
年
に
発
足
し
た
長
唄
研
精
会

（
十
一
）

の
第

五
〇
〇
回
（
昭
和
四
十
二
年
五
月
一
日
）
ま
で
の
演
奏
記
録
で
は
、『
吉
原
雀
』
の
全
四

十
九
回
の
う
ち
、
十
五
回
に
上
調
子
入
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
載
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
は
、『
吉
原
雀
』
の
演
奏
形
態
の
変
遷
を
た
ど
る
重
要
な
記
録
と
い
え
る
。

　

録
音
で
は
、
四
世
吉
住
小
三
郎
（
唄
）、
三
世
稀
音
家
六
四
郎
（
三
味
線
）、
稀
音
家

六
治
（
上
調
子
）
に
よ
る
昭
和
十
一
年
二
月
の
『
吉
原
雀
』
が
あ
る
。
こ
の
録
音
の
前
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半
部
に
、
上
調
子
の
音
が
確
認
で
き
た

（
十
二
）。

六
四
郎
の
解
説
に
よ
る
と
、『
吉
原
雀
』

は
「
前
半
は
唄
浄
瑠
璃
で
、
後
半
の
『
さ
う
し
た
黄
菊
』
か
ら
は
純
長
唄
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
レ
コ
ー
ド
に
は
其
意
味
で
、
ワ
キ
は
上
調
子
に
し
て
み
ま
し
た
」
と
あ
る
。
唄
浄

瑠
璃
と
は
、
浄
瑠
璃
風
の
唄
の
旋
律
が
特
徴
と
さ
れ
、『
吉
原
雀
』
を
初
演
し
た
富
士
田

吉
治
が
唄
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。『
吉
原
雀
』
は
そ
う
で
は
な
い
が
、
長
唄
正
本

で
「
唄
浄
瑠
璃
」
の
記
載
の
あ
る
曲
を
見
る
と
、
三
味
線
奏
者
の
肩
書
き
に
上
調
子
が

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

（
十
三
）。

　

別
の
録
音
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
か
ら
配
信
さ
れ
て
い
る
「
歴
史
的
音
源

（
十
四
）」

の
な
か
の
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
の
四
世
松
永
和
楓
（
唄
）、
初
世
杵
屋
五
三
郎
（
三
味

線
）、
杵
屋
勝
丸
（
お
そ
ら
く
上
調
子
）
に
よ
る
演
奏
に
、
冒
頭
以
外
の
部
分
に
上
調
子

の
音
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
か
つ
て
は
『
吉
原
雀
』
に

上
調
子
を
入
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

少
し
視
点
を
変
え
て
み
る
。
清
元
節
に
も『
吉
原
雀
』が
あ
る
。
清
元
節『
吉
原
雀
』は
、

長
唄
よ
り
後
に
初
演
さ
れ
た
作
品
で
、
長
唄
『
吉
原
雀
』
の
前
半
部
分
と
共
通
の
旋
律

が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
上
調
子
が
入
っ
て
い
る
。
長
唄

が
、
清
元
節
の
上
調
子
の
旋
律
を
参
考
に
し
て
転
用
し
た
こ
と
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
上
調
子
や
替
手
な
ど
、
本
手
に
対
す
る
副
旋
律
に
つ
い
て
は
、
演
奏
者
の
意

向
に
拠
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
一
概
に
は
言
え
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
着
眼
点
を
踏
ま
え
、
次
項
で
片
面
ず
つ
順
を
追
っ
て
、
録
音
内
容
を
分
析

す
る
。
資
料
と
し
て
、
本
稿
末
尾
に
『
吉
原
雀
』
の
録
音
箇
所
を
示
し
た
詞
章
と
曲
目

解
説
、
パ
テ
ー
盤
『
吉
原
雀
』
の
進
行
表
を
掲
載
し
た
。「
吉
原
雀　

其
貮
」
に
は
、
別

曲
『
綱
館
』
の
一
部
分
が
録
音
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
録
音
の
順
番
ど
お
り
、『
綱

館
』
も
含
め
て
報
告
す
る
。

　

な
お
、「
チ
リ
カ
ラ
地
」、「
能
地
」
な
ど
の
囃
子
の
手
組
の
表
記
は
、横
道
萬
里
雄
「
長

唄
鳴
物
の
古
型
」
を
参
考
に
し
た
。

（
三
）
各
面
の
録
音

　

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
録
音
に
よ
る
と
、
三
味
線
の
調
子
は
、〔
五
本
〕
の
本
調
子
で
始

ま
っ
て
い
る
。
三
味
線
の
調
子
は
、
作
曲
者
が
指
定
し
て
い
る
曲
も
あ
る
が
、
基
本
的

に
は
唄
方
の
声
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
る
。〔
五
本
〕
と
は
、〔
♯ド
〕
を
一
の
糸
に
取
る
調

子
で
、
男
性
の
唄
方
に
し
て
は
、
比
較
的
高
め
の
設
定
で
あ
る
。「
吉
原
雀　

其
貮
」
に

録
音
さ
れ
て
い
る
『
綱
館
』
も
、
同
じ
く
〔
五
本
〕
の
本
調
子
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
─
二
二
六
Ａ

①
吉
原
雀　

其
壱
【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
〇　

整
理
番
号
：

十
七
─
二
二
九
Ａ
】

　
　

演
奏
部
分
：
〽
凡
そ
生
け
る
を
放
つ
こ
と
～
諸
国
に
始
ま
る
放
生
会
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
本
手
、
大
小
鼓

　

タ
テ
三
味
線
に
よ
る
独
弾
が
あ
っ
て
、
唄
に
入
る
。
鳥
獣
な
ど
を
籠
か
ら
放
つ
神
事

の
「
放
生
会
」
の
由
来
を
荘
重
に
語
る
部
分
。
上
調
子
は
聞
こ
え
な
い
。
ふ
つ
う
は

〽
養
老
四
年
の
末
の
秋
」
と
唄
う
が
、「
の
」
は
聴
き
取
れ
な
い

（
十
五
）。

大
小
鼓
は
〽
光

正
天
皇
の
」
の
前
に
ヒ
カ
エ
が
あ
り
、
〽
養
老
四
年
」
か
ら
能
地
、
〽
諸
国
に
始
ま
る
」

か
ら
チ
リ
カ
ラ
地
。
と
く
に
〽
放
生
会
」
の
と
こ
ろ
の
、
鳥
が
飛
ぶ
さ
ま
を
表
し
た
と

い
う
速
い
手
は
特
徴
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
─
二
二
六
Ｂ

②
吉
原
雀　

其
貮
【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
一　

整
理
番
号
：

十
七
─
二
二
九
Ｂ
】

　
　

演
奏
部
分
：『
綱
館
』
〽
襖
を
重
ね
あ
た
た
め
て
～
奥
の
ひ
と
間
に
請
し
け
る
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
本
手

　
『
綱
館
』
前
半
の
、
渡
辺
綱
を
訪
ね
て
き
た
伯
母
（
実
は
鬼
神
）
の
ク
ド
キ
の
部
分
。

唄
は
芳
村
伊
十
郎
、
三
味
線
は
杵
屋
六
左
衛
門
と
思
わ
れ
る
。
上
調
子
、
囃
子
は
入
っ

て
い
な
い
。
〽
奥
の
ひ
と
間
に
」
の
あ
と
は
、「
幕
三
重
」
と
呼
ば
れ
る
豪
快
な
三
味
線

の
旋
律
と
な
る
。

　

こ
の
面
の
録
音
時
間
は
、三
分
ち
ょ
う
ど
で
あ
る
。
も
し
こ
こ
に
『
吉
原
雀
』
が
入
っ

て
い
た
と
す
れ
ば
、
〽
浮
寝
の
鳥
に
あ
ら
ね
ど
も
」
か
ら
〽
さ
っ
さ
押
せ
押
せ
エ
」
が
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録
音
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
途
中
で
三
味
線
が
二
上
り
に
転
調
し
、
こ
の
曲
の
な

か
で
一
番
に
ぎ
や
か
な
部
分
と
な
る
。
現
行
の
演
奏
で
は
、
三
味
線
奏
者
の
一
人
（
ふ

つ
う
は
タ
テ
三
味
線
）
が
タ
マ
と
い
わ
れ
る
即
興
的
な
旋
律
を
弾
く
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

前
述
の
、
四
世
小
三
郎
・
三
世
六
四
郎
・
六
治
に
よ
る
録
音
で
は
、
タ
テ
三
味
線
に
よ

る
タ
マ
の
旋
律
と
、
地

（
十
六
）

を
弾
く
上
調
子
の
音
を
確
認
し
た
。
こ
の
部
分
の
録
音
が

残
っ
て
い
な
い
の
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

③
吉
原
雀　

其
三
【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
二　

整
理
番
号
：
十
七
─
二
二
七
Ａ
】

　
　

演
奏
部
分
：
〽
馴
れ
し
廓
の
袖
の
香
に
～
ほ
か
の
客
衆
は
捨
て
小
舟
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
本
手
、
上
調
子

　

〽
馴
れ
し
廓
の
」
は
浄
瑠
璃
風
の
投
節
を
使
っ
た
と
こ
ろ
で
、
唄
の
聞
か
せ
ど
こ
ろ

で
も
あ
る
。
〽
前
渡
り
」
ま
で
で
止
め
て
、
三
味
線
は
三
の
糸
を
全
音
下
げ
て
三
下
り

に
す
る

（
十
七
）。

そ
の
あ
と
盤
面
を
変
え
ず
に
〽
そ
う
し
た
黄
菊
」
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

〽
さ
あ
来
た
ま
た
来
た
」
は
、
あ
ら
か
じ
め
抜
か
し
て
演
奏
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
上
調
子
は
、
調
弦
を
変
え
な
い
ま
ま
、
本
手
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
旋
律
を
高
音

で
弾
い
て
い
る
。
囃
子
は
入
っ
て
い
な
い
。

④
綱
館　

其
壱
【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
三　

整
理
番
号
：
十
七
─
二
二
七
Ｂ
】

　
　

演
奏
部
分
：『
吉
原
雀
』
〽
流
れ
も
あ
え
ぬ
も
み
じ
葉
の
～
そ
っ
ち
の
し
よ
う
が

　
　
　
　
　
　
　

憎
い
ゆ
え
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
本
手
、
上
調
子
、
大
小
鼓

　

本
名
題
の
「
教
草
」
に
由
来
し
て
、
草
花
の
名
前
を
美
し
い
旋
律
で
唄
う
部
分
で
あ

る
。
〽
た
だ
撫
子
と
」や
〽
ひ
と
た
き
薫
ゆ
る
」の
高
音
の
部
分
で
も
声
に
余
裕
が
あ
る
。

〽
離
れ
が
た
な
」
で
切
る
の
は
、
六
左
衛
門
と
勘
五
郎
が
最
初
盛
ん
に
お
こ
な
っ
た
方

法
で
あ
っ
た
と
い
う

（
十
八
）。

〽
ひ
と
た
き
薫
ゆ
る
名
香
の
」
は
、
初
演
長
唄
正
本
に
よ

る
と
〽
ひ
と
た
き
薫
ゆ
る
仲
人
の
」
で
あ
り
、
現
行
の
演
奏
で
も
そ
う
唄
う
こ
と
が
多

い
が
、
前
述
の
三
世
杵
屋
勘
五
郎
（
十
一
世
杵
屋
六
左
衛
門
）
が
編
ん
だ
改
訂
歌
詞
集

『
露つ

ゆ

の
轉こ

と

文ぶ
み

』
で
、「
名
香
」
と
改
訂
さ
れ
て
い
る
た
め
、そ
う
唄
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

上
調
子
は
本
手
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
旋
律
を
高
音
で
弾
い
て
い
る
。
大
小
鼓
は
〽
ひ
と
た

き
薫
ゆ
る
」
か
ら
鼓
唄
地
、
〽
そ
っ
ち
の
し
よ
う
」
か
ら
能
地
を
打
っ
て
い
る
。

⑤
吉
原
雀　

其
五
【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
四　

整
理
番
号
：
十
七
─
二
二
八
Ａ
】

　
　

演
奏
部
分
：
〽
隣
座
敷
の
三
味
線
に
～
ち
ろ
り
ち
ろ
り
と
す
る
時
は
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
本
手
、
上
調
子
、
大
小
鼓

　

〽
悪
じ
ゃ
れ
ま
さ
な
ご
と
」の
あ
と
、本
手
は
一
の
糸
を
全
音
下
げ
て
二
上
り
に
す
る
。

現
行
の
演
奏
で
は
〽
ま
さ
な
ご
と
」
の
あ
と
に
タ
マ
を
入
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の

録
音
に
は
な
い
。
本
手
の
転
調
に
か
か
わ
ら
ず
、
上
調
子
は
調
弦
を
変
え
て
い
な
い
。

本
手
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
旋
律
を
高
音
で
弾
い
て
い
る
が
、
上
調
子
の
手
順
と
し
て
は
大

変
に
難
し
い
。
〽
女
郎
の
誠
」
か
ら
の
部
分
と
〽
君
の
寝
姿
」
か
ら
の
部
分
は
、
同
様

の
旋
律
で
唄
う
返
し
唄
で
あ
る
。
唄
の
〽
よ
い
ほ
い
」
は
、
現
行
の
研
精
会
系
の
演
奏

で
は
「
よ
い
ほ
い 

ほ
い
よ
い 

ほ
い
ほ
い 

よ
い
ほ
い
」
で
あ
り
、
字
配
り
が
違
う
。
大

小
鼓
は
こ
の
直
前
の
〽
そ
っ
ち
の
し
よ
う
が
憎
い
ゆ
え
」
の
能
地
に
続
け
て
〽
ま
さ
な

ご
と
」
ま
で
能
地
、
〽
女
郎
の
誠
」、
〽
君
の
寝
姿
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
チ
リ
カ
ラ
地
、
〽

ひ
と
た
き
は
お
客
か
え
」、
〽
付
け
差
し
は
濃
茶
か
え
」
は
能
地
。
三
味
線
本
手
は
〽
濃

茶
か
え
」
で
一
の
糸
を
全
音
上
げ
て
、
三
下
り
に
戻
す
。
最
後
の
〽
ち
ろ
り
ち
ろ
り
と

す
る
時
は
」
は
特
に
ゆ
っ
く
り
間
を
取
っ
て
い
る
。

⑥
吉
原
雀　

其
六
【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
五　

整
理
番
号
：
十
七
─
二
二
八
Ｂ
】

　
　

演
奏
部
分
：【
チ
ン
チ
リ
レ
ン
の
合
方
】
～
〽
文
の
た
よ
り
に
な
～
い
ず
れ
丸
か

　
　
　
　
　
　
　

れ
候
か
し
く
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
本
手
、
上
調
子
、
笛
、
大
小
鼓

　

現
行
の
演
奏
で
も
、
〽
ち
ろ
り
ち
ろ
り
と
す
る
時
は
」
の
あ
と
【
チ
ン
チ
リ
レ
ン
の
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合
方

（
十
九
）】

を
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
合
方
は
、
通
常
本
手
と
替
手
で
演
奏
す
る

が
、こ
の
録
音
で
は
替
手
の
旋
律
を
上
調
子
が
担
当
し
て
い
る
。替
手
の
場
合
と
同
じ
く
、

本
手
と
同
じ
旋
律
を
高
音
で
弾
い
た
り
、
オ
ッ
カ
ケ

（
二
十
）

を
し
た
り
す
る
。
続
く
〽
文

の
た
よ
り
に
な
」
か
ら
は
篠
笛
が
入
る
。
上
調
子
は
替
手
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
旋

律
を
弾
い
て
い
る
。
〽
実
に
花
な
ら
ば
初
桜
」
か
ら
は
早
間
に
な
る
。
大
小
鼓
は
〽
実

に
花
な
ら
ば
初
桜
」
の
能
地
を
受
け
、〽
月
な
ら
ば
十
三
夜
」
か
ら
チ
リ
カ
ラ
地
を
打
っ

て
い
る
。
〽
こ
な
た
の
伊
達
」
の
あ
と
も
、
現
行
の
演
奏
と
同
じ
く
ハ
シ
ゴ
の
手
に
合

わ
せ
て
打
っ
て
い
る
。
段
切
は
チ
リ
カ
ラ
止
メ
で
、
一
曲
を
締
め
く
く
る
。
最
後
、
録

音
制
限
時
間
が
迫
っ
て
い
た
の
か
、
聞
こ
え
て
く
る
演
奏
は
相
当
速
い
。

（
四
）
ま
と
め

　

以
上
、
パ
テ
ー
盤
『
吉
原
雀
』
の
録
音
を
、
順
を
追
っ
て
分
析
し
た
。
録
音
の
全
体

像
を
整
理
し
て
お
く
。

　

・
演
奏
は
、
唄
、
三
味
線
本
手
、
上
調
子
、
笛
、
小
鼓
、
大
鼓
の
、
六
人
。

　

・
上
調
子
は
、
〽
馴
れ
し
廓
の
袖
の
香
に
」
か
ら
最
後
ま
で
弾
い
て
い
る
。
調
弦
は
、

お
そ
ら
く
二
上
り
の
ま
ま
変
え
て
い
な
い
。

　

・
囃
子
は
、
現
行
の
演
奏
と
あ
ま
り
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
し
笛
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
演
奏
で
曲
の
初
め
に
吹
か
れ
る
能
管
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

・
〽
さ
あ
来
た
又
来
た
～
か
け
る
も
ん
だ
え
」、
〽
う
ち
の
首
尾
は
～
あ
る
わ
い
な
」

の
二
箇
所
は
、
あ
ら
か
じ
め
抜
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
部
分
。

　

・
〽
浮
寝
の
鳥
に
～
さ
っ
さ
押
せ
押
せ
エ
」
は
、
別
曲
『
綱
館
』
の
一
部
が
録
音
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
詳
細
不
明
。

　　

岡
安
南
甫
の
唄
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
南
甫
の
唄
は
、『
綱
館
』
を
録
音
し
て
い
る

六
世
芳
村
伊
十
郎
の
声
質
に
似
て
い
る
。
音
程
・
間
は
言
う
ま
で
も
な
く
正
確
で
、
殊

に
発
音
が
明
瞭
で
あ
る
。「
イ
」「
エ
」
の
発
音
に
独
特
の
響
き
が
あ
り
、
そ
れ
が
南
甫

の
特
徴
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
演
芸
記
者
の
森
曉
紅
は
南
甫
の
声
に
つ
い
て
、「
造
り
聲

で
厭
だ
と
言
ふ
者
が
あ
る
、
が
其
の
造
る
と
い
ふ
の
も
曲
の
妙
で
、
自
然
か
ら
ゆ
く
味

合
は
無
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
其
の
巧
み
に
造
り
得
た
物
に
は
亦
堪
ら
な
い
面
白
味
が
あ

る
、
南
甫
の
は
其
れ
で
あ
る
、
少
し
含
ま
せ
た
聲
を
綺
麗
に
廻
は
し
て
靜
に
納
ま
る
處
、

技
巧
の
妙
と
い
ふ
物
を
型
造
つ
て
、
正
に
一
家
一
流
と
な
つ
て
居
る
蓋
し
粋
な
長
唄
と

し
て
聞
く
べ
き
極
製
の
品
だ
ら
う
。」
と
述
べ
て
い
る

（
二
十
一
）。

こ
れ
は
、
明
治
四
十
四

年
七
月
の
『
演
藝
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
評
で
あ
る
か
ら
、
パ
テ
ー
録
音
の
時
期
の
南

甫
の
声
に
関
す
る
客
観
的
な
言
説
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

以
下
は
、
録
音
を
聴
い
て
の
全
体
の
感
想
に
な
る
が
、
パ
テ
ー
盤
の
再
生
機
か
ら
直

接
聴
く
と
、
三
味
線
の
共
鳴
音
や
タ
テ
三
味
線
の
掛
け
声
が
よ
り
鮮
明
に
聞
こ
え
、
そ

の
場
に
居
る
よ
う
な
感
覚
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
録
音
す
る
上
で
難
し
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
は
、
〽
ほ
か
の
客
衆
は
捨
て
小
舟
」
か
ら
〽
流
れ
も

あ
え
ぬ
も
み
じ
葉
の
」
の
部
分
や
、
〽
そ
っ
ち
の
し
よ
う
が
憎
い
ゆ
え
」
か
ら
〽
隣
座

敷
の
」
の
部
分
な
ど
、
通
常
は
続
け
て
演
奏
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
次
の
盤
に
録
音
す

る
た
め
、
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
通
し
て
聴
く
と
、
音

量
の
違
い
、若
干
の
ノ
リ
の
違
い
は
認
め
ら
れ
る
が
、そ
の
分
、演
奏
者
の
苦
労
が
伝
わ
っ

て
く
る
こ
と
も
、
当
時
の
録
音
技
術
を
垣
間
見
る
よ
う
で
新
鮮
で
あ
っ
た
。

　

上
調
子
は
、
本
手
と
同
じ
旋
律
を
、
高
音
で
弾
い
て
い
る
部
分
が
多
か
っ
た
が
、
実

際
に
試
演
し
て
み
る
と
、
三
味
線
本
手
が
一
の
糸
を
下
げ
て
二
上
り
の
調
弦
に
し
た
〽

女
郎
の
誠
と
」
か
ら
の
手
順
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
い
が
い
、
上
調

子
は
本
手
の
一
オ
ク
タ
ー
ブ
上
を
弾
く
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
、
二
オ

ク
タ
ー
ブ
上
を
弾
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
押
さ
え
る
勘
所
は
三
味
線
の
鳩
胸

（
二
十
二
）

に

か
か
る
と
こ
ろ
ま
で
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
勘
所
が
押
さ
え
づ
ら
い
こ
と
に
加
え
、
超

高
音
の
た
め
響
き
が
失
わ
れ
が
ち
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
録
音
で
は
そ
の
よ
う
な
苦

労
は
み
じ
ん
も
感
じ
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
三
味
線
本
手
と
戯
れ
る
か
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
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弾
き
こ
な
す
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
上
調
子
を
弾
い
た
五
世
杵
屋
勘

五
郎
の
技
量
・
表
現
力
の
高
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

当
時
の
長
唄
界
を
代
表
す
る
演
奏
家
が
、様
々
な
制
約
が
あ
る
中
で
録
音
し
た
パ
テ
ー

盤
を
現
在
で
も
再
生
し
て
聴
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と
は
、
江
戸
の
名
残
が
ま
だ
あ
っ
た

明
治
後
期
に
お
け
る
長
唄
の
伝
承
、
演
奏
形
態
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

現
行
の
演
奏
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
全
体
的
に
大
ら
か
な
印
象
を
受
け
る
。
十
三

世
六
左
衛
門
、
五
世
勘
五
郎
の
、
作
曲
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
演
奏
者
と
し
て
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
偶
然
に
も
、
今
年
は
六
世
岡
安
南
甫
の
没
後
一

〇
〇
年
に
な
る
。
現
在
、
多
く
の
録
音
が
残
っ
て
い
る
四
世
吉
住
小
三
郎
と
二
歳
違
い
、

三
世
稀
音
家
六
四
郎
と
は
同
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
十
一
歳
で
亡

く
な
っ
た
南
甫
の
演
奏
は
現
在
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
追
悼
文
の
う

ち
、『
帝
劇
十
年
史
』に
は
、「
岡
安
南
甫
の
死
は
洵
に
惜
む
べ
し
、技
芸
愈
々
妙
境
に
入
り
、

軈
て
は
長
唄
界
の
頭
目
と
な
る
べ
き
身
」、「
吾
演
藝
界
全
體
の
不
幸
と
謂
は
ざ
る
べ
か

ら
ず
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
、南
甫
は
将
来
を
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
二
十
三
）。

　

当
研
究
所
所
蔵
の
パ
テ
ー
盤
長
唄
録
音
は
、
南
甫
が
唄
っ
た
『
越
後
獅
子
』、『
松
の

み
ど
り
』
を
含
め
、
あ
と
六
曲
あ
る
。
演
奏
家
の
生
い
立
ち
や
時
代
背
景
を
踏
ま
え
、

今
後
も
引
き
続
き
報
告
を
お
こ
な
い
た
い
。

　

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
稀
音
家
義
丸
氏
、
配
川
美
加
氏
、
福
原
洋
子
氏
に
ご

教
示
い
た
だ
い
た
。ま
た
、長
唄
資
料
研
究
会
の
研
究
成
果
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

『
吉
原
雀
』
詞
章
・
解
説

【
詞
章
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
太
字
が
録
音
箇
所

本
調
子 

〽
凡
そ
生
け
る
を
放
つ
こ
と　

人に
ん

皇の
う

四
十
四
代
の
帝　

光
正
天
皇
の
御ぎ

ょ

宇う

か
と
よ　

養
老
四
年　

末
の
秋　

宇
佐
八
幡
の
託
宣
に
て　

諸
国
に
始
ま
る
放ほ

う

生じ
ょ
う

会え　
〽
浮
寝
の

鳥
に
あ
ら
ね
ど
も　

今
も
恋
し
き
独
り
住
み　

小
夜
の
枕
に
片
思
い　

可
愛
い
心
と
汲
み
も
せ
で　

何
じ
ゃ
や
ら
憎
ら
し
い　
二
上
り 

〽
そ
の
手
で
深
み
へ
は
ん
ま
千
鳥　

通
い
馴
れ
た
る
土
手
八
丁　

口
八
丁
に
乗
せ
ら
れ
て　

沖
の
か
も
め
の　

二
挺
立
ち　

〽
三
挺
立
ち　

素す
け
ん見

ぞ
め
き
は
椋
鳥
の　

群
れ
つ
つ
啄き

つ
つ
き

木
鳥
格
子
先　

叩
く
水く

い
な鶏

の
口
ま
め
鳥
に　

孔
雀
ぞ
め
き
て
目
白
押
し　

見み

世せ

清す
が

掻が
き

の
て
ん
て
つ
と
ん　

さ
っ
さ
押
せ
押
せ
エ　
本
調
子 

〽
馴
れ
し
廓
の
袖
の
香
に　

見
ぬ
よ
う

で
見
る
よ
う
で　

客
は
扇
の
垣
根
よ
り　

初
心
可
愛
く
前
渡
り　
〽
さ
あ
来
た
ま
た
来
た　

障
り
じ
ゃ
な
い
か　

ま
た
お
障
り
か　

お
腰
の
物
も
合
点
か　

そ
れ
編
笠
も
そ
こ
に
置
け　

二
階

座
敷
は
右
か
左
か　

奥
座
敷
で
ご
ざ
り
や
す　

早
や
盃
持
っ
て
き
た　

と
こ
へ
静
か
に
お
い
で
な

さ
ん
し
た
か
え　

と
い
う
声
に
ぞ
っ
と
し
た　

し
ん
ぞ
貴
様
は
寝
て
も
覚
め
て
も
忘
ら
れ
ぬ　

笑

止
気
の
毒
ま
た
か
け
さ
ん
す　

何
な　

か
け
る
も
ん
だ
え　
三
下
り 

〽
そ
う
し
た
黄
菊
と
白
菊

の　

同
じ
つ
と
め
の
そ
の
中
に　

ほ
か
の
客
衆
は
捨
て
小
舟　

流
れ
も
あ
え
ぬ
も
み
じ

葉
の　

目
立
つ
芙
蓉
の
分
け
隔
て　

た
だ
撫
子
と
神
か
け
て　

い
つ
か
廓
を
離
れ
て
紫

苑　

そ
う
し
た
心
の
鬼
百
合
と　

思
え
は
お
も
と　

気
も
石
竹
に　

な
る
わ
い
な　

末

は
姫
百
合　

男お
と
こ

郎め

花し　

そ
の
楽
し
み
も
薄
紅
葉　

さ
り
と
は
つ
れ
な
い
胴
欲
の　

垣
根

に
ま
と
う
朝
顔
の　

離
れ
が
た
な
き
風
情
な
り　

〽
ひ
と
た
き
薫く

ゆ
る
名
香
の　

そ
の

接
木
こ
そ
縁
の
端　

そ
っ
ち
の
し
よ
う
が
憎
い
ゆ
え　

隣
座
敷
の
三
味
線
に　

合
わ
す

悪
洒
落
ま
さ
な
ご
と　
二
上
り 

〽
女
郎
の
誠
と
玉
子
の
四
角　

あ
れ
ば
晦
日
に
月
も
出
る　

し
ょ
ん
が
い
な　

玉
子
の
よ
い
ほ
い　

よ
い
ほ
い　

よ
い
ほ
い　

玉
子
の
四
角　

あ
れ

ば
晦
日
に
月
も
出
る　

し
ょ
ん
が
い
な　

ひ
と
た
き
は
お
客
か
え　

〽
君
の
寝
姿
窓
か

ら
見
れ
ば　

牡
丹
芍
薬
百
合
の
花　

し
ょ
ん
が
い
な　

芍
薬
よ
い
ほ
い　

よ
い
ほ
い　
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よ
い
ほ
い　

芍
薬
牡
丹　

牡
丹
芍
薬
百
合
の
花　

し
ょ
ん
が
い
な　

付
け
差
し
は
（
三
下

り
）
濃
茶
か
え　

エ
エ
腹
が
立
つ
や
ら　

憎
い
や
ら　

ど
う
し
ょ
う
こ
う
し
ょ
う　

憎

む
鳥
鐘　

暁
の
明
星
が　

西
へ
ち
ろ
り　

東
へ
ち
ろ
り　

ち
ろ
り
ち
ろ
り
と
す
る
時
は　

内
の
首
尾
が
不
首
尾
と
な
っ
て　

親
父
は
十
面　

嬶
は
五
面　

十
面
五
面
に
睨
み
つ
け
ら
れ
去
の

う
よ　

戻
ろ
う
よ
と
云
う
て
は
小
腰
に
取
り
付
い
て　

な
ら
ぬ
ぞ
去
な
し
ゃ
せ
ぬ　

こ
の
頃
の
し

な
し
ぶ
り　

憎
い
お
さ
ん
が
あ
る
わ
い
な　
【
チ
ン
チ
リ
レ
ン
の
合
方
】　

〽
文
の
た
よ
り
に

な　

今
宵
ご
ん
す
と
そ
の
噂　

い
つ
の
紋
日
も
主
さ
ん
の　

野
暮
な
こ
と
じ
ゃ
が
比
翼

紋　

離
れ
ぬ
仲
じ
ゃ
と
し
ょ
ん
が
え　

染
ま
る
え
に
し
の
面
白
や　

〽
実げ

に
花
な
ら
ば

初
桜　

月
な
ら
ば
十
三
夜　

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
粋
同
士
の　

彼
方
へ
云
い
抜
け
こ
な
た
の

伊
達　

い
ず
れ
丸ま

ろ

か
れ
候
か
し
く

【
解
説
】

　

今
か
ら
二
五
〇
年
ほ
ど
前
の
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
十
一
月
、
江
戸
市
村
座
で
上

演
さ
れ
た
『
男お

と
こ

山や
ま

弓ゆ
ん

勢ぜ
い

競く
ら
べ

』
の
第
二
番
目
に
、
九
世
市
村
羽
左
衛
門
と
二
世
吾
妻
藤

蔵
が
、
鳥
売
り
の
男
（
実
は
八
幡
太
郎
義
家
）、
鳥
売
り
の
女
（
実
は
出
羽
国
平
賀
の
鷹

の
精
霊
）
に
そ
れ
ぞ
れ
扮
し
て
演
じ
た
舞
踊
の
地
で
、
八
幡
太
郎
義
家
の
危
機
を
鷹
の

精
が
救
う
と
い
う
内
容
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
吉
原
雀
」
と
は
吉
原
の
遊
郭
に
出
入
り

す
る
、
ひ
や
か
し
て
歩
く
素
見
客
を
い
い
、
本
名
題
に
あ
る
「
教
草
」
の
と
お
り
、
曲

中
に
草
花
の
名
前
を
つ
ら
ね
、
吉
原
に
登
楼
す
る
時
の
し
き
た
り
や
手
順
を
指
南
す
る
、

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
初
演
の
タ
テ
唄
は
初
世
富
士
田
吉
治
、
タ
テ
三
味

線
は
初
世
杵
屋
作
十
郎
が
つ
と
め
た
。
作
詞
は
初
世
桜
田
治
助
、
富
士
田
楓
江
（
初
世

富
士
田
吉
治
）
に
よ
る
。
冒
頭
の
大
薩
摩
節
を
思
わ
せ
る
勇
壮
な
唄
か
ら
、
遊
女
と
客

の
駆
け
引
き
を
唄
っ
た
柔
和
な
節
、
に
ぎ
や
か
な
廓
の
情
景
を
表
現
し
た
三
味
線
の
タ

マ
や
ス
ガ
ガ
キ
な
ど
聴
き
ど
こ
ろ
が
多
く
、
長
唄
の
中
で
も
最
も
有
名
な
曲
の
一
つ
で

あ
り
、
演
奏
頻
度
も
高
い
。

＊　

吉
原
雀　

其
貮
『
綱
館
』
録
音
部
分
の
詞
章

本
調
子 

〽
襖
を
重
ね
あ
た
た
め
て　

和
殿
を
綱
と
言
わ
せ
し
こ
と　

あ
あ
皆
み
ず
か
ら
が

恩
な
ら
ず
や　

恩
を
知
ら
ぬ
は
人
な
ら
ず　

エ
エ
汝
は
邪
慳
者
か
な
と　

声
を
上
げ
て

ぞ
泣
き
給
う　

〽
さ
し
も
に
猛
き
渡
辺
も　

あ
く
ま
で
伯
母
に
口
説
か
れ
て　

是
非
な

く
門
を
押
し
開
き　

奥
の
ひ
と
間
に
請
し
け
る
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【
主
要
参
考
文
献
】

『
演
藝
画
報
』
一
九
一
一
年
五
月
号
、
七
月
号
。

『
帝
國
新
聞
』
一
九
一
一
年
十
月
。

岡
安
南
甫
校
訂
、
岡
村
喜
一
郎
編
『
校
訂
長
唄
集
』
東
京
：
飯
田
書
店
、
一
九
一
二
年
。

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
）

杉
浦
善
三
『
帝
劇
十
年
史
』
東
京
：
玄
文
社
、
一
九
二
〇
年
。

杵
屋
栄
蔵
編
『
芳
村
家
之
代
々
』
一
九
二
三
年
。

杵
屋
栄
蔵
『
長
唄
の
う
た
ひ
方
』
東
京
：
創
玄
社
、
一
九
二
七
年
。

杵
屋
栄
蔵
編
『
長
唄
根
岸
集
』
東
京
：
黄
雲
堂
、
一
九
二
七
年
。

町
田
佳
聲
・
植
田
隆
之
助
編
『
現
代
邦
楽
名
鑑
』
長
唄
編
、
東
京
：
邦
楽
と
舞
踊
出
版
部
、

一
九
六
六
年
。

長
唄
研
精
会
編
集
部
編
『
第
500
回
長
唄
研
精
会
記
念
公
演
』
東
京
：
長
唄
研
精
会
、
一

九
六
七
年
。

長
唄
総
合
研
究
会
編「
教
草
吉
原
雀
」（
芸
能
学
会
編『
芸
能
』一
九
六
七
年
九
月
号
所
載
）。

芸
術
研
究
振
興
財
団
、
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』

東
京
：
音
楽
之
友
社
、
二
〇
〇
三
年
。

横
道
萬
里
雄
「
長
唄
鳴
物
の
古
型
」『
能
劇
の
研
究
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、一
九
八
六
年
）

所
載
。

国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
大
阪
篇
、第
四
巻
、東
京
：

株
式
会
社
八
木
書
店
、
一
九
八
九
年
。

国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
大
阪
篇
、第
五
巻
、東
京
：

株
式
会
社
八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

永
山
武
臣
監
修
・
金
森
和
子
編
『
歌
舞
伎
座
百
年
史
』
資
料
篇
、
東
京
：
松
竹
株
式
会
社
、

株
式
会
社
歌
舞
伎
座
、
一
九
九
五
年
。

整理番号

製品番号

録音時間

〽
い
ず
れ
丸
か
れ
候
か
し
く

〜

〽
実
に
花
な
ら
ば
初
桜

〽
染
ま
る
え
に
し
の
面
白
や

〜

〽
文
の
た
よ
り
に
な

合
方

チ
ン
チ
リ
レ
ン
の
合
方

〽
ち
ろ
り
ち
ろ
り
と
す
る
時
は

〜

〽
隣
座
敷
の
三
味
線
に

〽
そ

ち
の
性
が
憎
い
ゆ
え

〜

〽
ひ
と
た
き
薫
ゆ
る
名
香
の

〽
離
れ
が
た
な
き
風
情
な
り

〜

〽
流
れ
も
あ
え
ぬ
も
み
じ
葉
の

〽
ほ
か
の
客
衆
は
捨
小
舟

〜

〽
そ
う
し
た
黄
菊
と
白
菊
の

〽
初
心
可
愛
く
前
渡
り

〜

〽
馴
れ
し
廓
の
袖
の
香
に

〽
奥
の
ひ
と
間
に
請
し
け
る

〜

〽
襖
を
重
ね
あ
た
た
め
て

綱
館

〽
諸
国
に
始
ま
る
放
生
会

〜

〽
凡
そ
生
け
る
を
放
つ
こ
と

前
弾

詞
章
・
合
方

× × 唄

○ ○
三
味
線

○ ×
上
調
子

× × 笛

× ×
大
小
鼓

○

○

3464034641346423464334644

×

○

○

○

×

○

○

×

3分00秒

○○

3分22秒 3分7秒

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

3分20秒

○

○

○

×

×

○

○

○

×

×

3分16秒

○

○

○

笛
・
大
小
太
鼓

×

○

○

×

×

○

17-228A17-228B

2分44秒

17-226A
17-229A

17-226B
17-229B

17-227A17-227B

34645

 

【
パ
テ
ー
盤
『
吉
原
雀
』
進
行
表
】
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【
注
】

（
一
）
ほ
か
に
、
二
世
吉
住
小
三
郎
、
二
世
富
士
田
音
蔵
。
い
ず
れ
も
長
唄
唄
方
。

（
二
）
歌
舞
伎
の
上
演
の
際
、歌
舞
伎
長
唄
演
奏
家
の
三
味
線
方
・
唄
方
が
一
人
ず
つ
（
三

味
線
方
が
二
人
の
場
合
も
あ
る
）舞
台
幕
外
に
登
場
し
、大
薩
摩
節
を
演
じ
る
も
の
。

こ
の
大
薩
摩
を
演
じ
る
こ
と
が
、
演
奏
者
の
地
位
を
示
す
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
。

（
三
）
明
治
四
十
年
十
月
に
、
日
本
音
楽
の
調
査
・
保
存
を
目
的
と
し
て
東
京
音
楽
学

校
に
設
置
さ
れ
た
研
究
機
関
。

（
四
）
ガ
イ
ズ
バ
ー
グ
の
録
音
と
し
て
知
ら
れ
る
。
六
世
芳
村
伊
十
郎
、
十
三
世
杵
屋

六
左
衛
門
は
、『
勧
進
帳
』、『
京
鹿
子
娘
道
成
寺
』、『
筑
摩
川
』、『
越
後
獅
子
』
を

録
音
し
て
い
る
。

（
五
）
邦
楽
調
査
掛
第
一
回
邦
楽
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
）
お
よ
び
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
東
京
音
楽
学
校
篇
第
二
巻
、
七
〇
八

～
七
一
〇
頁
。

（
六
）
前
掲
注
五
に
同
じ
。 

（
七
）〔
飯
島
・
永
井
論
考
〕
七
十
二
～
七
十
三
頁
。 

（
八
）『
歌
舞
伎
座
百
年
史
』
資
料
篇
、
九
十
二
頁
。『
帝
劇
十
年
史
』
五
十
二
頁
。

（
九
）
昭
和
二
十
九
年
一
月
初
版
。

（
十
）
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
か
ら
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
ま
で
の
演
奏
記
録
。

（
十
一
）
三
世
杵
屋
六
四
郎
、
四
世
吉
住
小
三
郎
が
結
成
し
た
長
唄
の
演
奏
団
体
。

（
十
二
）
原
盤
の
音
盤
番
号
：
コ
ロ
ム
ビ
ア
、
四
五
一
二
～
四
五
一
五
。
国
立
音
楽
大

学
附
属
図
書
館
寄
贈
竹
内
道
敬
旧
蔵
音
盤
に
あ
り
。『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
』

第
二
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
発
行
）
に
目
録
あ
り
。
CD
『
四
世
吉
住
小
三
郎
全
集
』

（
コ
ロ
ム
ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
二
〇
〇
七
年
）

に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
十
三
）
代
表
曲
に
『
隈く

ま

取ど
り

安あ
た
か
の宅

松ま
つ

』（
明
和
六
［
一
七
六
九
］
年
十
一
月
初
演
）
が
あ
る
。

長
唄
正
本
に
よ
る
と
、
初
演
は
二
挺
一
枚
、
大
小
鼓
の
編
成
で
、
富
士
田
吉
治
の

肩
書
き
に
「
歌
浄
瑠
理マ

マ

」、ワ
キ
三
味
線
の
杵
屋
佐
次
郎
の
肩
書
き
に
「
上
て
う
し
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。『
吉
原
雀
』
の
富
士
田
吉
治
の
肩
書
き
は
「
長
哥
」
で
あ
り
、

三
味
線
方
に
「
上
調
子
」
の
記
載
は
な
い
。

（
十
四
）
一
九
〇
〇
年
初
頭
か
ら
一
九
五
〇
年
頃
ま
で
に
国
内
で
製
造
さ
れ
た
SP
盤
や

金
属
原
盤
の
、劣
化
・
散
逸
等
を
防
ぐ
目
的
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
音
源
。
前
述
の
、

四
世
小
三
郎
・
三
世
六
四
郎
・
六
治
の
録
音
も
試
聴
可
能
。

（
十
五
）
南
甫
が
校
訂
し
た
『
校
訂
長
唄
集
』
を
見
る
と
、「
の
」
の
と
こ
ろ
に
、
発
音

し
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
示
し
た
○
印
が
付
さ
れ
て
い
た
。

（
十
六
）
三
味
線
の
短
い
フ
レ
ー
ズ
を
繰
り
返
し
弾
き
続
け
る
も
の
。

（
十
七
）
三
下
り
に
転
調
す
る
方
法
は
こ
の
ほ
か
に
、
二
の
糸
と
一
の
糸
を
上
げ
る
方

法
も
あ
る
。

（
十
八
）
杵
屋
栄
蔵
『
長
唄
の
う
た
ひ
方
』、
二
五
三
頁
。

（
十
九
）こ
の
合
方
は
、三
世
杵
屋
正
治
郎
が『
京
鹿
子
娘
道
成
寺
』（
宝
暦
三［
一
七
五
三
］

年
初
演
）に
補
曲
し
た
も
の
で
、補
曲
の
年
代
は
、稀
音
家
義
丸「
長
唄
囈
語（
六
七
）

娘
道
成
寺
」（『
邦
楽
の
友
』二
〇
〇
八
年
十
一
月
所
載
）に
よ
る
と
、明
治
二
十
三（
一

八
九
〇
）
年
で
あ
る
と
い
う
。

（
二
十
）
裏
間
を
埋
め
る
よ
う
に
弾
く
奏
法
。

（
二
十
一
）『
演
藝
画
報
』
明
治
四
十
四
年
七
月
号
、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。

（
二
十
二
）
三
味
線
の
棹
の
、
胴
に
か
か
る
湾
曲
し
た
部
分
。

（
二
十
三
）『
帝
劇
十
年
史
』
七
十
九
頁
。



− 15 −

194

Report on SP Records Made by Pathé in the Collection of the National 
Research Institute for Cultural Properties, Tokyo: With Focus on the 

Nagauta “Yoshiwara Suzume”

Hoshino  Atsuko

　　The present paper is a report that follows the article “Disque Pathé, Records Requiring a 

Special Player” by Ijima Mitsuru and Nagai Miwako in Research and Reports on Intangible Cultural 

Heritage No. 6 . That article presents an outline of the 40 SP records (39 works) in the collection of 

the National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo that were sold by the French 

recording company Pathé. The collection of Pathé records includes various genres of music: gidayu-

bushi, kouta, kiyomoto-bushi, chikuzen biwa, nagauta, shakuhachi and shinnai-bushi as well as 

Japanese repertoires played on western musical instruments. The characteristic of these records is 

that while SP records in general are laterally cut, Pathé records are vertically cut and require 

special apparatus for playing. Based on the history of performances of the players who were 

involved in the recording, it is assumed that the recordings were made around October 1911. 

　　In this paper, focus is placed on the recording of the nagauta “Yoshiwara Suzume” (manufacture 

number: 34640–34645).  It consists of 5 sides, with each side being 3 minutes long: in other words, an 

equivalent of two-and-a-half records. Representative nagauta performers of the time including 

Kineya Rokuzaemon XIII, Kineya Kangoro V and Okayasu Nampo VI were involved in the 

recording. It may be said that these recordings are extremely valuable, especially with regard to 

those of Okayasu Nampo (1874 − 1915), since recordings were still rare in those days and since he 

died at the age of 41. The characteristic of these recordings is that a special device is attached to 

shamisen in order to express high notes (uwajoshi ), which today is rarely done in this repertoire. 

　　Recordings made more than 100 years ago are compared with current performances and 

analyzed from the points of view of singing, shamisen and hayashi . In addition, the achievements of 

Okayasu Nampo, who is not quite well known today, are examined, based on newspaper and 

magazine articles of his days. 

　　There are 7 nagauta recordings in the collection and all have been digitized. Studies of these 

recordings will be made in order. 


	001-024菊池
	025-040二神
	041-048佐野
	049-174鎌田
	175-191飯島
	奥付
	194-208星野-逆順


 
 
    
   HistoryItem_V1
   ReversePageOrder
        
     新規書類
      

        
     1
     1
    
            
       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



